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＜連絡事項＞
・船場DrのＰＨＳ番号は【017】となります。

＜患者様連絡事項＞
・部屋移動行っています。
山田　りつ様　観察室→101号室へ
佐々木　鶴蔵様　101号室→観察室へ
・谷口隆良様介護認定調査行っています。
・澤田　七太郎様～点眼薬について当院へ切り替えするか主治医へ確認。可能な為残が無
くなり次第処方していく。視力について状態変化時はかかりつけの病　衣へ再受診して頂く事事ご家族様へ電話連絡している。
・神成信俊様～12:45娘様より病棟に電話あり。「本人が帰りたいって言ってるので、時間前に帰って良いですか。」と話し、理由について、 「なんか面白くないみたいです。」と話され、14:05帰院。娘様、奥様同伴で帰院される。予定時間より早い帰院だがトラブルがあるわけでなく、昼食をとりやる事がないため帰院したという。外泊中は飲酒要求なく過ごしたとの事。次回、11/19　11：00～11/20　15：00外泊希望あり。外泊が出来ない場合のみご家族様へ電話連絡して行く事とする。
・小笠原　芳郎様～ケア：サポート（グループホーム）ふたつ家　村山氏より、施設に空きが出た為、入所可能との連絡あり。その後、施設ケアマネ　吉田様と以下の点を相談。①退院日時については、施設はいつでも対応可能との事から、病棟及びご家族様と調整後決定とする
②退院時の必要書類として、サマリーの依頼あり。注意事項、最終排泄　　日等の記載希望
③退院後の通院は、当院への継続治療必要ない場合は、元々のかかり付け　医である於本病院へ紹介状の依頼あり。
⓸退院時の移動手段については施設でのお迎え、御家族様付き添いで対応予定。
主治医へ確認していく。
＜要注目患者様＞


・佐々木鶴蔵様～体温36.2℃、脈拍85回/分（緊張あり）、血圧102/60回/分、酸素飽和度93％、呼吸18回/分。話しかけに返答あるも、活気の無さ見られている。
・山田　りつ様～体温36.3℃、脈拍84回/分、血圧138/78㎜Hg、酸素飽和濃度98％　呼吸12回/分。酸素低下ないため、段階的に酸素減らし、酸素マスク外し頻回だが、酸素飽和度97％維持しているため、酸素止めて様子見る。その後も酸素飽和度97％にて活気あり、点滴ライン弄りも見られている。
・小舘　アツ子様～同室者の話し声がうるさい等と不満話している。
・宮崎　榮子様～確認行為頻回。都度対応し落ち着いて過ごしている。
・阿部　和美様～居眠りや徘徊・盗食をしており都度介入要している。
・服部　英喜様～午前中は自室にて臥床しており、午後はテレビを観て過ごされている。問題行動なく過ごす。
・伏部内　ミエ様～ホール内徘徊し、吐き気・嘔吐なく過ごす。散髪済まされ、それについて問われると「なんも切ってない」と話している。
＜金Dr診察＞
・佐々木　鶴蔵様～点滴・臨時薬同内容7日分処方。モニター装着の指示あり施行。
・山田　りつ様～抗生剤明日より中止。点滴は同内容3日分処方。バルン抜去の指示あり。
・荒屋敷　ゆみ様～臨時薬同内容7日分処方。右外踝部アズノール+デュオアクティブ貼布の指示あり。
・川嶋　啓子様～臨時薬リスペリドンＯＤ錠0.5ｍ　1×夕後 追加で7日分処方。SST・OT指示貰っている。陰部・肛門周囲の発赤について明日皮膚科にて見てもらうよう指示あり。
・佐々木　ハル様～臨時薬・処置同内容の指示あり。
・伏部内　ミエ様、安是　和子様、細越　勝男様、馬場　英世様～臨時薬同内容7日分処方。
・三浦　光子様～診察時、右股関節の疼痛を訴える。確認するが、内出血なし。指示にてレントゲン施行し、右大腿部骨頭骨折の所見あり。安静臥床の指示あり。臨時薬は同内容7日分処方。骨折所見ある事を次男様へ連絡。室岡整形受診の希望あり。調整し11/13（水）14：00受診予約している。介護タクシ使用予定である為その件についてと予約日時について明日再度次男様へ連絡していく。介護タクシーは明日ｐｓｗ大川さんが予約予定。
・柳町　由雄様～診察時、自分の話をして大声を出して徐々に興奮し、制止にも止める事出来時ず、金Dr指示にてリスペリドン内用液（1）1P内服する。臨時薬同内容7日分処方。帰宅願望強く、スタッフ、主治医へ口調強く「帰らせて下さい」と話す。」切り上げる事出来ず介入要している。

